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蠢　学校の規模及び地域環境

公立学校等数　　児童生徒数　　 教職員数

小学校 361校 69,027名 4,786名

中学校 131校 37,420名 2,763名

高　校 59校 28,071名 2,352名

特殊学校 10校 546名 759名

蠡　取組のポイント

１　「山形県いのちを守る学校安全プロジェク

ト」の一環として、本研修会を実施してい

る。

２　参加校数、参加者数が増加するように県内

４ヶ所で実施するとともに、地域に応じた

取組を行う。

３　講義だけにならないように、実技や実習を

多く取り入れる。

４　学校や地域をあげての取組の推進となるよ

うPTA関係者、警察・防犯関係者も受講対

象として呼びかける。

蠱　取組の概要

１　研修会のねらい

学校に不審者が侵入し多数の死傷者を出す事

件や登下校中に連れ去られる事件が発生してい

る。このような状況に鑑み、児童生徒に対して

防犯に関する心構えや訓練等を実施する防犯教

室等や、学校の安全管理、登下校時の安全確保

等の考え方、進め方に関する研究協議を行い、

各学校での児童生徒の犯罪被害を防止する取組

の推進を図る。

２　研修会の内容、計画、方法等

基本的な内容は、４ヶ所とも講義、実践発表、

実技・演習とし、実技・演習については、各地

域の実情に応じて内容を構成した。実施時期に

ついては、日没が早くなる前の９月上旬、県内

４ヶ所で実施した。以下（１）～（５）はある

一つの地区の例である。

（１）講義１

テーマ「学校、家庭及び地域の連携による子

どもの犯罪被害の防止」と題して、県教育委員

会学校安全担当者が、次のような内容で講義を

行った。

ア　学校安全教育の充実の必要性

（ア）「学校安全の充実」の社会的背景

（イ）県内の「声かけ事案の状況」

イ　県内における学校の安全管理の取組状況

（ア）山形県第５次教育振興計画から

（イ）学校安全マニュアル（不審者対応編）

（ウ）子どものいのちを守る学校安全の手引

（通学路の安全確保）

（エ）地域ぐるみの学校安全体制整備につい

て

ウ　まとめ

（２）講義２

テーマ「学校における児童生徒の安全確保」

と題して、教育事務所青少年指導専門員が、全

国的な犯罪状況と管内の状況を中心に講義を行

った。

（３）実践発表

テーマ「子どものいのちを守る学校安全の推

進－犯罪被害防止の取組について－」、平成16

年度「地域ぐるみの学校安全推進モデル事業」

の研究指定校となった村山市立西郷小学校が実

践発表を行った。

（４）講義・実技

テーマ「教室への不審者侵入時の職員対応」

と「声かけ・連れ去り対応」と題して、警察署

生活安全課上席少年補導専門官が講義を行い、

引き続き、教職員の安全能力向上を図る実技

「授業時の不審者侵入対応訓練」と、子どもの

安全対応能力を図るための取組「下校時の不審

者対応訓練」を実施した。
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（５）研究協議

５－７人のグループに別れ、次のようなテー

マで研究協議・情報交換をした。

ア　校内の安全について

不審者対応訓練、日常の指導、校内の安全

組織など

イ　校外の安全について

「見守り隊」等地域家庭との連携、子ども

110番連絡所、学区内危険箇所マップなど

３　実践の成果

（１）受講者の内訳は、警察官・OB７名、教職員

294名、保護者34名、防犯協会４名、教育委員

会関係者34名、計373名。また、校種別では、

小学校237名、中学校61名、高等学校26名、特

殊学校８名、その他41名、計373名。

（２）研修会後のアンケートより次のような御意

見をいただいた。（抜粋）

ア　講義、実践発表、実技、研究協議など様々

な内容があり、現場での実践に生かせるも

のが多かった。

イ 普段、忙しさの中で危機管理や対応につい

て忘れかけていたことを再確認することがで

きた。学校に配られたマニュアルを読むより

も、実際の事例を聞いて実践発表や活動をす

ることで、危機管理意識の高揚につながった。

ウ 実技では細かい点まで具体的に助言いただ

き、わかりやすかった。

エ 教職員や子供たちの不審者対応訓練を、具

体的にどう進めていいか迷っていたので良か

った。

（３）この地域は、大きく分けて２つの地域に分

けられるが、２つの警察署の担当者も講師と

して参加してもらうなど、全面的な協力を得

ることができた。

４　課題等

（１）午後の講義・実技が延びてしまい、研究協

議の時間が十分に取れなくなってしまった。

（２）学校からは、代表としての参加であったが、

より多くの教職員の参加が出来ればという意

見もあった。

（３）実践発表で行っているようなステッカーや

のぼりは、大変有効なのはわかったが、その

ための予算確保が課題という意見もあった。

（４）各担任レベルで、すぐに行えるような防犯

訓練の指導案なども取り上げてほしいという

意見もあった。

５　まとめ

山形県の学校は、塀や門がないところが多い。

また、児童生徒の通学路でも、田畑や森林に囲ま

れた地域も多くあり、地域の実情に応じた安全管

理体制がのぞまれる。山形県においては、最新の

施設や器具などの充実とともに、子ども自身が

様々な危険を予測し、それを回避できるようにす

るための防犯教育の一層の充実と、地域ぐるみで

子どもの安全を見守る取組の推進を図る必要があ

る。学校の安全管理に関する現状は、多くの課題

があるが、各学校・地域に定着するように関係機

関と協力しながら今後とも推進していきたい。
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